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■と　き／8月20日（水） 18:30～20:00

■講　師／講談師　神
か ん だ

田 紅
くれない

氏

■テーマ／大声と笑いで生きる明日への活力

●福岡市出身。文学座付属演劇研究所を経て女優の道を歩
き始めるが、昭和54年、二代目神田山陽の講談の魅力にと
りつかれ、門下生となり、「神田紅」を名乗る。平成元年、
真打に昇進、旧本牧亭で昇進披露を興行した。平成14年に

「紅一門」を旗揚げし、現在弟子は5人。日本講談協会会長
として、講談の普及に努めるなど講談界を牽引している。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●1984年芸能界デビュー。戸板女子短期
大学卒、法政大学大学院政策創造専攻修士
課程修了。メンタルケアカウンセラーの資
格保持。NPO法人キャリア権推進ネットワ
ークの理事も務める。現在、芸能活動の
他、戸板女子短期大学にてキャリア形成論
等の講義を担当。研究分野は「雇用政策を
踏まえた人々のキャリア形成」。著書「午後
には陽のあたる場所」（扶桑社）がある。

菊池 桃子 氏のプロフィール

俳優・戸板女子短期大学 客員教授 　菊
き く ち

池 桃
も も こ

子氏講　師 ●

7月の講演会は第3水曜日です。

　第４回講演会の講師は、「桃ちゃ
ん」の愛称で親しまれている、俳優
であり、戸板女子短期大学客員教授
でもある菊池桃子さんです。
　菊池さんは、東京都出身。1984
年、高校１年生で芸能界デビュー。
歌や映画、CM、テレビドラマ、ラジ
オ番組など、幅広い活動で、大きな
人気を獲得し、昨年芸能生活40周
年を迎えました。
　その間、40歳で法政大学大学院
に入学し、３年後に修士号を取得。
その後、母校である戸板女子短期大
学の客員教授に就任し、現在まで
キャリア形成論等の講義を担当さ

れています。また、認定NPO法人
「キャリア権推進ネットワーク」の
理事も務めていらっしゃいます。
　菊池さんは、40歳からの学び直
しで得た気づきとして、「人はいつ
でも学び直すチャンスがある。自分
が知らないことを知るのはとても楽
しい。まだまだ知らないことは沢山
あるはず。一生涯、自分の好奇心と
向き合いたい。」と言われています。
　講演のテーマは「人生が楽しくな
る大人の学び方」。
　させぼ夢大学で学ぶ私たちに、
ピッタリなお話が聴けるのではない
でしょうか。ご期待ください！
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■「ピンチをチャンスに変える！」
　この言葉の意味を、二所ノ関親方の相撲
人生を通して聴けてよかった。人生には、
浮き沈みが必ずある。この人生訓を活かし
ていきたいと思った。

佐世保市潮見町●山田  毅

■今を生きる。まっすぐ前進。継続は力な
り。頼もしいよさこい「青嵐」に、心洗わ
れました。
　二所ノ関寛氏の「ピンチをチャンスに活
かす」聡明さ、真剣な姿勢‥‥。研ぎ澄ま
された心地よい時間でした。

佐世保市比良町●岡井  眞紀

■二所ノ関寛氏の講演を聴き、相撲道は人
生そのものだと思いました。苦しいことが
起きた時、どれだけ自己に向き合って前進
するか。その姿勢を教えていただき、年齢
に関係なく勉強になりました。
　相撲界でも、伝統を守りながら、新しい
やり方を取り入れ、努力され、素晴らしい
と思います。

佐世保市陣の内町●井手  孝広

■「伸びる若手社員はどんなタイプか」とい
う指導者への質問に、「素直な人」との回答
が多いと思う。人生「七転び八起き」。失
敗しても諦めずに、先輩のアドバイスを素
直に取り入れて、挑んでいけば、ピンチを
チャンスに変え、成功に近づく。
　綱を目指し、大関の意地で頂点まで駆け
上がった親方にパワーをいただいた。

佐世保市早苗町●牧  千尋

■師匠 鳴戸親方から、苦労人 稀勢の里への
言葉、「迷ったら茨の道を行け！」。
　人は得てして楽な方を選択するが、あえ
て険しい方を選択することで、人としての
成長が実現できる。これからの私の人生の
座右の銘にしたい。　

平戸市田平町●瀧下  孝

■超スローで横綱になった二所ノ関親方、
一方、超スピードで横綱になった大の里。
対照的ですが、素敵なお二人です。４年で
故郷に部屋を作られ、横綱を育てられまし
た。
　親方、次は２人目の横綱を育ててくださ
い。お話上手で楽しかったです。

佐世保市木風町●西  照美

■二所ノ関親方の講演は、大変楽しく有意
義で、あっと言う間に時間が過ぎました。
ピンチをチャンスに変えた経験をわかりや
すく話してくださり、私も生き方の参考に
させていただきたいと思いました。ピンチ
を迎えても前向きに生きていきたいです。
　強い身体と強い精神力！ ぜひ、あと１人
横綱を育て上げてください。

西海市大瀬戸町●荒川  真由美

■中学２年生の時、自ら両親や先生を説得
して、相撲の世界に入られたということに
驚き、感心しました。確固たる信念のも
と、相撲人生を歩まれてこられたのでしょ
う。何度も出くわすピンチを、その都度チ
ャンスに変えて！
　相撲のことは疎い私ですが、「稀勢の里」
という四股名は、存じ上げていました。ど
うぞこれからも、ご活躍くださいますよう
に。

佐世保市もみじが丘町●山川  芳香

■相撲道は不撓不屈で、それを乗り越え、
一心不乱に挑戦する姿は、正に親方のパワ
ーポイントによる動画から感じられた。
　二所ノ関部屋の繁栄と、横綱大の里関を
激励したい。九州場所観戦を楽しみにして
います。

佐世保市東浜町●碇屋  秀俊

■今日も実り多い話が聴けて、満足してい
ます。いろいろな知識を深め、素晴らしい
言霊でお弟子さんを導き、立派な横綱を育
てられ、今後の部屋の成長が楽しみですね。
お話が上手で、聴き入ってしまいました。
　名古屋場所が楽しみです。

佐世保市鹿子前町●原  逸子

■よさこい演舞を元気よく格好よく、鳴子
の音で調子をとっている姿、やる気をもら
いました。
　二所ノ関親方の現役時代の、あの大金星
を思い出しました。大きな怪我を負いなが
らも、奇跡の大逆転優勝はすごかったで
す。モンゴル力士の横綱の時代が続いてい
たけれど、弟子の大の里が第７５代横綱
に！ また、大相撲を観てみようかなと思っ
ています。　

佐世保市赤崎町●木村  典子

■よさこいチーム青嵐は、毎年のように上
位入賞をしているだけあって、洗練された
迫力ある演舞に加え、滑らかな演技に感動
しました。
　二所ノ関親方の話は、ピンチの後のチャ
ンスを活かすことに努力され、「大の里」を
横綱へ育てられました。その「大の里」に
次ぐ横綱が生まれる二所ノ関部屋でありた
い‥‥と夢を募らせておられる態度に敬服
いたしました。

佐世保市大和町●宅島  冨士彌

相
撲
道
を
通
し
て
の
気
付
き

東
彼
杵
郡
川
棚
町
　
福
田  

慶
子

 

「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
で
の
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
青
嵐
チ
ー
ム
の
方
々
の
よ

さ
こ
い
演
舞
で
、
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
い
て
か
ら
の
講
演
の
始
ま
り
。

　

今
回
、
大
好
き
な
相
撲
界
か

ら
、
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
元
横
綱 

稀

勢
の
里
の
二
所
ノ
関
親
方
の
講
演

と
い
う
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

稀
勢
の
里
の
現
役
時
代
の
真
っ

向
勝
負
、
そ
し
て
豪
快
な
取
組
を

見
て
、
ス
カ
ッ
と
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
陰
で
、
師
匠

の
突
然
の
死
、
大
怪
我
に
直
面

し
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
、
相
撲
道
を
邁
進
し
て
こ
ら
れ

た
の
で
す
ね
。

　

相
撲
は
、
巨
体
同
士
が
ぶ
つ
か

る
の
で
す
か
ら
、
怪
我
は
つ
き
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
怪
我

も
、
プ
ラ
ス
に
変
え
て
、
引
退

後
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー

ツ
科
学
研
究
科
に
入
り
、
修
了
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
後
進
の
指
導
に

も
、
役
立
た
れ
て
い
る
こ
と
と
推

察
し
ま
す
。
力
士
が
引
退
す
る
時

は
、
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
力
・
体
力
が
限
界
を
感
じ
た
時

な
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
先
代
の
鳴
戸
親
方
か
ら

の
言
葉
、「
迷
っ
た
時
は
、
茨
の

道
を
行
け
」
を
ご
自
身
で
実
践
し

て
こ
ら
れ
た
か
ら
、
今
に
通
じ
て

お
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
親
方
の
お
話
か
ら
、
私

自
身
も
今
に
通
じ
る
気
付
き
や
志

都
合
に
よ
り
、
７
月
講
演
会
の
感
想
文
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二所ノ関 寛 氏



夢のつづき　令和7年7月1日発行・第三種郵便物認可

◆日 時／7月16日㈬　午後6時～6時20分
◆演 目／サイモン＆ガーファンクルの歌
◆出 演／Ｊ・パーカーズ
◆出演団体紹介
　Ｊ・パーカーズは、1960年代のアメリカのデュ
オグループ「サイモン＆ガーファンクル」の歌を歌
う３人組です。もうすぐ結成30周年を迎えます。
　壱岐の猿岩コンサートやキャナルシティー
福岡、福岡市科学館プラネタリウムコンサート
（テレQ主催）、東京の恵比寿ガーデンホール
（NHK全国バンド自慢コンサート）など、いろい
ろな場所で歌ってきました。ハモリも、忠実に
再現しています。また、アンデスの管楽器を駆
使し、Ｐ・サイモンのレコード「ライヴ・ライミ
ン」に近い形で演奏しています。
　受講生の中には、彼らの歌とともに過ごした
方も多いと思いますが、ぜひ青春時代に心を戻
し、懐かしく聴いていただければ幸いです。

◆曲 目
１．コンドルは飛んで行く
２．スカボロー・フェア
３．冬の散歩道
４．サウンド・オブ・サイレンス
５．ボクサー

夢のひろば

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親

方
が
、
こ
れ
か
ら
の
相
撲
界
を
牽

引
し
、
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
横
綱 

大
の
里
の
活

躍
も
楽
し
み
で
す
し
、
今
後
の
大

相
撲
に
も
期
待
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
も
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話

が
聴
け
て
、
素
敵
な
時
間
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
う
一
段
上
の
高
み
へ

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

相
撲
部
屋
か
ら
関
取
一
人
を
出

す
だ
け
で
も
、
す
ご
い
こ
と
だ
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
新

設
４
年
目
に
し
て
横
綱
を
輩
出
し

た
二
所
ノ
関
部
屋
。
こ
の
絶
好
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
、
二
所
ノ
関
親

方
の
講
演
会
で
し
た
。

　

現
役
力
士
の
時
は
、
勝
利
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
時
で
も
表
情
険
し

く
、
口
数
も
少
な
い
印
象
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
引
退
後
は
解
説

を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
放
送
で

の
「
大
相
撲
ど
す
こ
い
研
」
な
ど

で
ご
活
躍
。
そ
の
番
組
で
、
ご
自

分
の
体
験
を
混
じ
え
、
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
る
の
を
拝

見
し
、
そ
れ
が
大
学
院
で
学
び
、

会
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
り

ま
し
た
。

 

「
怪
我
を
し
た
り
、
ピ
ン
チ
に
陥

っ
た
り
し
て
学
ん
で
い
か
な
い

と
、
人
間
は
な
か
な
か
変
わ
れ
な

い
」
と
の
言
葉
。
何
に
し
て
も
、

冷
静
に
何
を
す
べ
き
か
を
見
つ

め
、
向
き
合
い
、
そ
こ
か
ら
も
う

一
段
上
の
高
み
へ
押
し
上
げ
る
と

い
う
、
並
大
抵
で
は
な
い
努
力
を

さ
れ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

第
75
代
横
綱 

大
の
里
は
ま
だ
25

歳
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
大
横
綱
に

な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
れ
に

続
く
横
綱
を
二
所
ノ
関
親
方
が
育

て
る
の
か
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
出
身
の
平
戸
海
の
活
躍
も

併
せ
、
こ
れ
か
ら
も
相
撲
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
横
綱
人
生

佐
世
保
市
南
風
崎
町
　
横
山  

春
美

 

「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
は
、「
青
嵐
」

の
よ
さ
こ
い
演
舞
。「
楽
し
む
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
沈
滞
気
味
の
佐
世
保
を
、

よ
さ
こ
い
で
元
気
に
！　

　

さ
て
、
今
回
は
、
待
望
の
二
所

ノ
関
親
方
の
講
演
会
。
白
鵬
の
連

勝
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
全
国
の
相
撲

フ
ァ
ン
か
ら
、
日
本
人
の
横
綱
を

と
期
待
さ
れ
た
稀
勢
の
里
関
。
そ

し
て
、「
横
綱 

稀
勢
の
里
」
の
実

現
に
日
本
中
が
歓
喜
し
た
。
現
役

時
代
は
、
無
口
で
朴
訥
な
感
じ
だ

っ
た
が
、
今
回
大
い
に
印
象
が
変

わ
っ
た
。

　

中
学
卒
業
後
に
、
厳
し
い
鳴
門

親
方
の
も
と
で
稽
古
に
励
み
、
努

力
し
て
念
願
の
優
勝
、
横
綱
昇
進

を
果
た
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
続
け
た
人
生
」
と
の

こ
と
。
四
股
名
の
由
来
も
話
さ
れ

た
。
勝
っ
て
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

す
る
な
と
の
教
え
も
。

　

引
退
後
に
、
早
稲
田
大
学
の
大

学
院
に
入
学
さ
れ
た
、
そ
の
勉
学

の
意
欲
が
す
ご
い
。
言
葉
の
マ
ジ

ッ
ク
を
強
調
さ
れ
た
。
特
に
、
神

道
に
興
味
を
も
た
れ
た
と
の
こ

と
。
和
の
成
功
法
則
や
、
日
本
語

は
願
望
実
現
言
語
、
目
標
を
し
っ

か
り
決
め
る
、
や
る
気
ス
イ
ッ
チ

な
ど
を
熱
心
に
説
か
れ
た
。

　

地
元
に
部
屋
を
創
設
し
、
弟
子

の
育
成
に
励
み
、
大
の
里
に
は

九く
ん
ろ
く六（
九
勝
六
敗
）大
関
は
不
要
、

東
の
大
関
に
な
れ
と
指
導
し
、
横

綱
に
育
て
上
げ
た
。
今
後
も
、
さ

ら
な
る
相
撲
道
の
追
究
で
、
そ
の

普
及
と
繁
栄
の
た
め
、
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
続

け
た
親
方

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

 

「
相
撲
に
愛
さ
れ
、
愛
し
た
25
年

で
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
、

角
界
を
長
く
牽
引
し
て
き
た
元
横

綱 
白
鵬
が
相
撲
協
会
を
退
職
し

た
。
若
く
し
て
日
本
の
相
撲
界
に

飛
び
込
み
、
厳
し
い
稽
古
に
耐

え
、
日
本
国
籍
ま
で
取
得
し
た
力

士
で
も
あ
る
。
相
撲
協
会
か
ら
は

充
分
な
説
明
も
な
く
、
あ
ま
り
に

も
不
誠
実
な
対
応
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ
の
気
持

ち
を
抱
え
な
が
ら
、
講
演
会
に
臨

ん
だ
。

　

二
所
ノ
関
親
方
は
、
参
加
者
が

講
演
の
内
容
を
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
レ
ジ
ュ
メ
を
提
示
し
、
そ
れ

に
沿
っ
て
話
を
さ
れ
た
。
節
目
節

目
に
起
き
た
「
ピ
ン
チ
」
を
〝
気

づ
き
〟
と
学
び
、
そ
し
て
人
と
の

出
会
い
を
糧
に
、「
チ
ャ
ン
ス
」
に

つ
な
げ
て
い
っ
た
こ
と
を
理
路
整

然
と
説
明
さ
れ
た
。
随
所
に
対
戦

相
手
と
の
動
画
も
映
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
圧
倒

的
な
気
迫
と
実
力
で
土
俵
を
沸
か

せ
た
元
横
綱
の
懐
か
し
い
動
画

に
、
隣
の
方
と
う
な
ず
き
合
い
、

千
切
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
送
っ

た
。
正
々
堂
々
と
対
戦
相
手
に
立

ち
向
か
う
姿
勢
、
真
摯
な
話
し
方

に
接
し
て
、
今
後
の
角
界
に
希
望

を
見
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
講
演
会
前
の

釈
然
と
し
な
い
気
分
が
消
え
て
い

た
。

 

「
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
ね
」

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
隣
の

方
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
お
別

れ
を
し
た
。
今
回
の
親
方
と
の
出

会
い
、
親
方
を
呼
ん
で
く
だ
さ
っ

た
さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
そ
し
て
共
感
し
合
え
た
隣

席
の
方
に
感
謝
！　

優
し
い
豊
か

な
気
分
に
包
ま
れ
て
、
会
場
を
後

に
し
た
。

ピンチに学び、
チャンスに変える！

6月 夢のひろば　よさこいチーム 青嵐「よさこい演舞」

都
合
に
よ
り
、
７
月
講
演
会
の
感
想
文
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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★
二
所
ノ
関
寛
さ
ん
、
ご
講
演

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
操
作
は
、

こ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。」

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
パ
ソ
コ
ン
を

見
な
が
ら
、
二
所
ノ
関
親
方
は
、

一
言
「
オ
ッ
ス
」。

　

随
分
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
た
様
子

だ
っ
た
の
で
、「
い
つ
、
ど
こ

で
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
答
え
は
、
講
演
の
中
に
出

て
き
ま
し
た
。
現
役
引
退
後
、
通

わ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
大
学
院
で

学
ば
れ
た
と
の
こ
と
。

　

当
日
の
講
演
会
で
も
、
巧
み
に

パ
ソ
コ
ン
を
扱
い
、
流
暢
に
話
さ

れ
る
姿
を
見
て
、
相
撲
道
に
限
ら

ず
、
引
退
後
の
努
力
の
す
ご
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

★
よ
さ
こ
い
の
楽
し
さ
・
迫
力

を
、
十
分
満
喫
で
き
ま
し
た
！

　

楽
屋
に
入
る
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
・

顔
・
顔
‥
が
、
笑
顔
で
気
持
ち
よ

い
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
青
嵐
」。

リ
ハ
ー
サ
ル
で
も
、
厳
し
さ
の
中

に
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
10
月
17
日
・
18
日
・

19
日
に
、「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ

せ
ぼ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
青
嵐
」
の
出
演
の
際
に
は
、

皆
様
大
き
な
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。「
青
嵐
」
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
次
号
８
月
号
で
、
来
年
度
の

講
演
会
の
日
時
等
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
！

　
「
講
演
会
の
開
催
曜
日
を
、
木

曜
日
に
戻
し
て
ほ
し
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
要
望
を
、
多
く
お

聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
働

く
方
々
に
も
受
講
の
チ
ャ
ン
ス
を

と
い
う
思
い
か
ら
、
ノ
ー
残
業
デ

ー
と
な
る
企
業
・
団
体
が
多
い
水

曜
日
を
開
催
曜
日
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
思
う
よ
う
に

入
会
者
が
増
え
ず
、
受
講
生
の
皆

様
に
は
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
で

は
、
会
議
等
を
通
し
、
来
年
度
以

降
の
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

お
り
、
い
ず
れ
皆
様
に
お
知
ら
せ

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
つ
い
て
は
、
次
号
「
夢
の

つ
づ
き
」
に
お
い
て
、
来
年
度
の

講
演
会
の
予
定
日
等
を
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。（
講
師

は
未
定
）

 

「
夢
大
学
の
よ
さ
は
、
偏
り
な

く
様
々
な
方
の
講
演
を
聴
け
る
こ

と
で
す
。
大
変
で
し
ょ
う
が
、
末

永
く
続
き
ま
す
よ
う
に
。」

　

こ
の
よ
う
な
応
援
の
言
葉
も
い

た
だ
い
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
頑
張
ら
ね
ば
と
意
を
強
く
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

★
７
月
講
演
会
の
感
想
文
の
募

集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
合
に
よ
り
、
７
月
16
日（
水
）

の
感
想
文
の
募
集
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
お

願
い
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

佐世保史談会 名誉会長　中
なかしま
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民
謡
研
究
家

　

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）、
北

松
浦
郡
大
野
村
（
現
佐
世
保
市
大

野
町
）
に
誕
生
。
県
立
佐
世
保
中

学
校
卒
業
後
、
大
野
尋
常
小
学
校

を
は
じ
め
と
し
て
佐
世
保
市
内
の

各
小
学
校
に
教
師
と
し
て
勤
務
。

詩
人
野
口
雨
情
と
も
交
友
が
あ
っ

た
。

　

民
謡
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
、

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）九
月
に
、

県
下
の
民
謡
・
歌
謡
・
童
謡
な
ど

を
掘
り
お
こ
し
て
、『
全
長
崎
県

歌
謡
曲
』
と
銘
う
っ
て
、
一
冊
の

本
に
ま
と
め
て
出
版
し
た
。
そ
の

後
、
こ
の
本
に
改
訂
増
補
を
加

え
、『
長
崎
県
民
謡
歌
謡
大
全
集
』

と
し
て
出
版
し
た
。

　

県
下
に
残
っ
て
い
る
民
謡
や
歌

謡
・
童
謡
な
ど
、
調
査
し
た
総
数

は
三
千
く
ら
い
に
の
ぼ
り
、
今
ま

で
世
に
出
な
か
っ
た
民
謡
も
数
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

新
し
く
発
掘
さ
れ
た
民
謡
の
中

に
は
、
明
治
時
代
盛
ん
に
歌
わ
れ

た
「
佐
世
保
数
え
唄
」
が
あ
る
。

こ
の
他
、
大
潟
町
の
「
新
地
節
」

や
「
土
つ
き
う
た
」
な
ど
も
、
新

し
く
佐
世
保
民
謡
に
加
え
ら
れ
て

い
る
。

　

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
よ

り
、「
佐
世
保
史
談
会
」
の
発
起

人
に
名
を
連
ね
、
同
三
四
年
『
談

林
』
一
号
～
三
号
に
「
た
も
と
草
」

（
佐
世
保
小
唄
の
思
い
出
）
を
投
稿

し
活
躍
し
た
。

　

民
謡
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
、
県
下
の
民
謡
発
掘
に
努
め
、

八
五
歳
で
永
眠
し
た
。

�
三
浦  

正
子

 （
一
八
九
四
～
一
九
七
六
）

事
業
家
・
証
券
会
社
経
営

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）、
京

都
で
生
ま
れ
、
三
歳
で
実
母
の
姉

の
養
女
に
な
る
。
養
父
は
海
軍
御

用
商
人
。
八
幡
尋
常
小
学
校
を
経

て
、
後
の
「
佐
世
保
裁
縫
高
等
女

学
校
」
を
卒
業
。
後
に
同
校
の
教

師
と
な
る
。

　

子
ど
も
服
、
婦
人
服
作
り
の
研

究
塾
開
設
。
大
正
時
代
初
期
に

は
、
世
間
の
人
よ
り
も
二
歩
・
三

歩
先
駆
し
た
ト
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
頃
、

14
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海
軍
の
町
佐
世
保
に
軍
人
が
上
陸

し
た
際
の
両
替
の
不
便
さ
を
気
の

毒
に
感
じ
、
小
さ
な
両
替
の
看
板

を
出
し
、
約
二
年
後
、
株
式
会
社

と
し
た
。
同
二
四
年
、「
佐
世
保

証
券
株
式
会
社
」（
平
成
二
三
年

「
い
ち
よ
し
証
券
」
に
合
併
さ
れ
、

各
店
舗
は
現
在
も
「
い
ち
よ
し
証

券
」
と
し
て
営
業
し
て
い
る
）
を

設
立
し
、
そ
の
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た
。

　

売
る
も
買
う
も
、
世
界
の
動
き

を
見
つ
め
、
独
特
の
判
断
を
下
さ

ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
こ
の
世
界

に
生
き
残
る
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

株
の
予
想
や
見
通
し
な
ど
の
相
談

に
、
判
断
を
誤
ら
ず
、
示
唆
を
与

え
る
信
念
を
も
っ
て
い
た
。
証
券

業
界
の
男
社
会
に
、
数
十
年
泳
い

で
き
た
と
い
う
誇
り
を
も
っ
た
女

性
で
あ
っ
た
。

　

婦
人
会
の
集
い
や
各
種
団
体
の

講
演
な
ど
に
も
、
努
め
て
出
か
け

る
人
で
も
あ
っ
た
。
社
員
も
、
そ

の
日
の
結
果
を
き
ち
ん
と
整
理

し
、
報
告
を
し
な
け
れ
ば
帰
宅
で

き
な
い
。

　

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）、
二

男
に
社
長
職
を
譲
り
、
会
長
に
就

任
。「
佐
世
保
婦
人
部
会
議
所
」

（
現
佐
世
保
商
工
会
議
所
女
性
会
）

第
二
代
会
長
と
し
て
経
済
界
で
活

躍
し
た
。

（
敬
称
略
）


